
民生費
（33.6％）

228億7351万円

民生費
（33.6％）

228億7351万円
教育費 （8.3％）
56億4493万円
教育費 （8.3％）
56億4493万円

土木費 （6.5％）
44億3236万円
土木費 （6.5％）
44億3236万円

消防費 （3.8％）
25億5809万円
消防費 （3.8％）
25億5809万円

災害復旧費 （2.9％）
19億8328万円
災害復旧費 （2.9％）
19億8328万円

商工費 （2.9％）
19億4981万円
商工費 （2.9％）
19億4981万円

農林水産業費
（1.6％）

11億1259万円

農林水産業費
（1.6％）

11億1259万円

議会費・労働費・諸支出金
（1.1％）
7億2488万円

議会費・労働費・諸支出金
（1.1％）
7億2488万円

公債費
（10.5％）

71億7979万円

公債費
（10.5％）

71億7979万円

総務費
（18.4％）

125億2543万円

総務費
（18.4％）

125億2543万円

衛生費
（10.4％）

70億9961万円

衛生費
（10.4％）

70億9961万円

児童、高齢者、
障害者福祉

などのための経費

事業を行うために
借りたお金の
返済の経費

庁舎管理、防災対策、
交通安全、戸籍、選挙
などの市の事務に
使う経費

保健、医療、
環境、ごみの
収集処理などに
使う経費

地方譲与税、交付金
（5.0％）
34億6003万円

地方譲与税、交付金
（5.0％）
34億6003万円 県支出金

（6.5％）
44億7235万円

県支出金
（6.5％）
44億7235万円

市債
（16.7％）
115億2410万円

市債
（16.7％）
115億2410万円

諸収入
（2.7％）
18億8029万円

諸収入
（2.7％）
18億8029万円

市税
（26.3％）

181億1286万円

市税
（26.3％）

181億1286万円

使用料、手数料
（1.6％）

11億3543万円

使用料、手数料
（1.6％）

11億3543万円

国庫支出金
（14.2％）
97億8508万円

国庫支出金
（14.2％）
97億8508万円

その他
（5.5％）
37億6732万円

その他
（5.5％）
37億6732万円

地方交付税
（21.4％）

147億6241万円

地方交付税
（21.4％）

147億6241万円

分担金、負担金、財産収入、
寄附金、繰入金、繰越金

依存財源
63.9％
依存財源
63.9％

自主財源
36.1％
自主財源
36.1％

尾道市の財政状況をお知らせします
令和元年度決算（見込み）

※表示未満の端数を四捨五入しているため、金額・構成比は合計値に合致しない場合があります。

財政課（ 0848-38-9323）

歳入 688億9987万円 歳出 680億8428万円 差引 8億1558万円
（前年度比 △5億5159万円）

－ ＝

歳	入 歳	出

　歳入は、市税や財産収入は減少しましたが、国県支出
金や合併特例債など地方債の増加の影響もあり、前年度
と比較して61億9969万円増加しています。
　自主財源の柱となる市税収入は181億1286万円で、固
定資産税や個人市民税の増加はありましたが、法人市民
税などの減少により、4億3697万円減少しています。

　歳出は、尾道市クリーンセンター整備事業や向東認定
こども園整備事業の減少はありますが、庁舎整備事業な
どの普通建設費が増加したことなどにより、前年度と比
較して67億5128万円増加しています。

市民の負担とサービスの状況

歳出を性質別に見てみると…

市民1人当たりの
市税負担額

市民1人当たりの
サービス額

市税のほかに国や県からの補助金などを活用して、行政サービスを実施
しました。
※（　　）内は、前年度比。
※令和2年3月末住民基本台帳人口135,536人で計算。

133,639円
（△1,909円）

502,334円
（＋54,160円）

一般会計決算（見込み）
福祉や教育、道路整備など市民生活に
直接関係する事業を行う会計です。

扶助費 （18.9％）
128億7644万円
扶助費 （18.9％）
128億7644万円

人件費
（14.0％）
95億2608万円

人件費
（14.0％）
95億2608万円

義務的経費
（43.4％）
義務的経費
（43.4％）

投資的経費
（22.5％）
投資的経費
（22.5％）

その他の
経費

（34.1％）

その他の
経費

（34.1％）

公債費
（10.5％）
71億7995万円

公債費
（10.5％）
71億7995万円

物件費
（13.1％）
88億9332万円

物件費
（13.1％）
88億9332万円

繰出金
（9.3％）
63億2225万円

繰出金
（9.3％）
63億2225万円

補助費等 （7.5％）
50億7307万円
補助費等 （7.5％）
50億7307万円

維持補修費、積立金、
貸付金 （4.3％）
29億561万円

維持補修費、積立金、
貸付金 （4.3％）
29億561万円

普通建設事業費、災害復旧費
（22.5％） 153億757万円
普通建設事業費、災害復旧費

（22.5％） 153億757万円
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（118.3）
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48.2

17.6

39.3

36.0

141.2
（105.2）

令和元年度の予算は主にこのようなことに使われました

私たちのまち"尾道"の財政状況を見てみましょう

新本庁舎整備事業
令和元年度事業費 53億412万円

尾道市クリーンセンター整備事業
令和元年度事業費 14億7905万円

高規格救急自動車整備事業（2台）
令和元年度事業費 6750万円

※普通会計の数値で作成しています。

基金残高の推移 市債（借入金）残高の推移

経常収支比率の推移市税と地方交付税の推移

　令和元年度末現在　基金残高	141億1710万円
　市は災害や市税収入の減少などに備えて基金を積み立ててい
ます。基金残高は、前年度より11億6402万円減少しています。
※地域振興基金（40億円）のうち、38億円は合併特例債の借入

により積み立てているため、未償還元金を除いた額を実質的
な基金残高として表示しています。

　令和元年度　経常収支比率	97.2％
　家計でいえば、毎月得られる給料などのうち、食費・光熱水費・
ローンの返済など毎月決まって支払う生活費が占める割合のこと
です。数値が高いほど財政にゆとりがなく硬直化していることを
表します。令和元年度は97.2％で、前年度より1.7ポイント増加し
ました。

令和元年度	 市税	 181億1286万円
	 地方交付税など	 164億1801万円

　市税収入は、法人市民税などの減により減少し、地方交付税な
ど（実質的な地方交付税として臨時財政対策債を加えたもの）も
減少しました。

　令和元年度末現在　市債残高	782億503万円
　災害復旧事業、庁舎整備事業や尾道市クリーンセンター整備
事業などの事業のための借入により市債残高は前年度より48億
4447万円増加しています。

用語の説明
普 通 会 計 他市との財政比較を行うための統計上の会計。尾道市では、一般会計に港湾事業特別会計、夜間救急診療所事業特別会計を合わせたもの。
市 税 市民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など
地 方 交 付 税 自治体の財政状況に応じて交付される国からの財源
臨時財政対策債 国税収入が減少し、普通交付税を配分する財源が不足した場合、その不足分を補うために発行する市債
市 債 事業を行うために国や金融機関から借り入れたお金
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